






































【第 2 章 「社会／自己」を志向する「ひきこもり」当事者活動 ――当事者団体グローバ
ル・シップスこうべ（ノア）を事例に】では，ここ最近の「ひきこもり」の当事者自身によ
る活動が目立つようになってきたなかで，私が 2011 年より参与観察を行った当事者団体ノ
アの活動を概観した．ノアは，2006 年秋に A さんを代表に任意団体として活動を開始し，
2009 年に NPO 法人となった．以来現在に至るまで，定款に定める①自助グループ活動，
②シンポジウム開催，③情報提供の 3 つの事業を中心に活動を行っている．公共施設の一
室を借りて行われるノアの自助グループ活動は，フリートーク形式と二次会の開催に特徴



















































































































られよう（第 5 章，第 6 章）． 
 
